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日本臨床検査専門医会

平成 27 年度 第一回全国幹事会議事録（案）

開催日時：平成 2７年 1 月 24 日（土曜日）15 時 00 分～17 時 00 分

場 所： 日本臨床検査医学会事務所

出席者 ： 佐守 友博会長，小柴 賢洋副会長，東條 尚子副会長

池田 均，木村 聡，佐藤 麻子，佐藤 尚武，三宅 一徳 各常任幹事

土屋 逹行，高木 康 各監事， 紀野 修一，清水 力，上原 由紀，下 正宗，

〆谷 直人，村田 哲也，宮崎 彩子 各全国幹事

欠席者 ： 菊池 春人，宮地 勇人，米山 彰子常任幹事，萱場 広之，五十嵐雅彦，大谷 慎一，

村上 純子，渡邊 卓，和田 隆志，河野 誠司，末広 寛，藤原 久美，杉浦 哲朗，

松永 彰，栁原 克紀 各全国幹事

事務局 ： 市川 綾子，小川（藤本） 梨恵 （敬称略）

定刻，佐守友博会長挨拶の後、議長として佐守 友博会長を満場一致で選任した。議長は議長

席につき開会を宣した。

[審議事項]

第一号議案 議事録署名人選任について

議長は本会の議事録署名人の選出を議場に諮り，下記の２名を議事録署名人として満場一

致で選任した。

議事録署名人；上原 由紀 幹事，村田 哲也 幹事

[報告事項]

１．各種委員会報告

①情報・出版委員会

宮地勇人委員長に代わり三宅一徳幹事より 2014 年度第１回日本臨床検査専門医会情報

出版委員会議事録に基づき活動状況の報告があった。また，特集企画として「新専門医制度

移行における臨床検査専門医の課題と対応」が出案されていることが報告された。佐守 友

博会長より懸案事項である「ラボ」掲載ページの専門医会ホームページへの収録は日衛協

の承認が得られたことが報告された。

②教育研修委員会

菊池 春人教育研修委員長に代わり三宅一徳幹事から，本年度の春季大会時の生涯教

育講演会は日本臨床検査医学会倫理委員長 通山 薫先生に「残余検体は誰のもの？検

査業務・研究と倫理のはざま」，奈良県立橿原考古学研究所 奥山 誠義先生に「文化財分



析・保存に関して（仮題）」の２題が予定されていることが報告された。また，本年度の教育セ

ミナーは５月 17 日，24 日のいずれかに慶応大学で実施する予定であり，日程は 2 月に決定

することが報告された。

③資格審査・会則改定委員会

池田 均委員長よりメールによる入会案件審査を随時実施していることが報告された。

④渉外委員会

小柴 賢洋渉外委員長より本年度の第 32回臨床検査振興セミナーは 7月 17 日（金）に東

京ガーデンパレスで開催予定であることが報告され，講演内容の提言をいただきたい旨の要

望があった。

⑤広報委員会

木村 聡広報委員長より，懸案事項のりんしょう犬さん着ぐるみ作製は予算上不可となっ

たこと，Web 講義アーカイブズは教育セミナー用 DVD を基に編集を検討する予定であること

が報告された。また，出版社「じほう」より薬剤師向けの検査解説記事を連載する提案があっ

たことが報告された。佐守 友博会長より情報・出版委員会との調整が必要であるが，広報

的な内容であれば当面は広報委員長に交渉を継続していただきたいとの要望があった。

また，佐守 友博会長より臨床検査振興協議会で作製したステッカー，クリアファイル等を

広報材料として活用いただきたいとの発言があった。

⑥保険点数委員会

佐藤尚武委員長より平成 28 年度診療報酬改定に向けて昨年 12 月に本会から第一次提

案書として 29 項目の見直し，新規採用要望を内保連に提出したことが報告された。今後 2

月に領域別の順位決定，4 月に最終提案書の提出を予定している。また，内保連の「説明と

同意」委員会より ICに要する時間調査依頼があり，幹事各位に協力を依頼していることが報

告された。

２．専門分野別ネットワーク構築 WG 報告

佐守友博会長より Q＆A システムに新専門医制度での更新，受験資格認定に向けたポイ

ント付与機能を追加するため，システム開発経費は当初予算より増加する予定であり，再度

２社に見積依頼し，いずれも 200 万円程度の結果であったことが報告され，別途審議事項と

して補正予算の検討を行うことが報告された。また，日本臨床検査医学会に WG メンバーの

選任を依頼し，土屋達行監事が選任され WGに参加することが報告された。

宮崎 彩子幹事より WGで検討中のシステムの概略が報告され，当初予定していた機能に

加えQ&Aへの回答に新専門医制度での「地域医療への貢献：学術業績・診療以外の活動実



績」ポイント，自己完結型Q&A(所属医療機関におけるコンサルテーション例)の登録について

「診療実績」ポイントを付与する機能の追加を予定していることが報告された。

土屋達行監事よりシステム開発状況，予算，ポイント付加機能等を日本臨床検査医学会

に報告し，学会としての対応を要望したことが報告された。東條 尚子副会長より会員管理機

能については事務局で確認が必要であるとの発言があった。

佐守 友博会長よりシステムは３月～６月の運用開始を目標に開発するが，今後 WG で運

用規定を整備するため，追加メンバーの選任を検討していることが報告された。

３．第 25回（平成 27年度）春季大会

松尾収二大会長に代わり三宅一徳幹事より第25回春季大会は平成27年6月27日(土)，

28日(日)に東大寺総合文化センター金鐘ホールで開催予定であり，27日 11時より全国幹事

会，13:15 より総会，14 時より生涯教育講演会が予定されていることが報告された。27 日に

は特別講演としてケアプロ株式会社 川添高志氏に「検体測定室の考え方・現状と今後の展

望」（案）および懇親会が，28 日には「知っておきたい専門領域の最近の話題」と「研修医・若

手臨床検査医が育つための指導の仕組み作り」（パネルディスカッション）が予定されており，

後者は新専門医認定制度における「指導医講習会」としての認定を予定していることが報告

された。また，各種委員会開催のための会議室も確保しており，開催予定の委員会は事務

局までご連絡いただきたいとの依頼があった。

佐守 友博会長より若手専門医の参加を促すため，パネラーおよび司会者として適任者

があれば松尾大会長に推薦いただきたいとの発言があった。

４．第 26回（平成 28年度）春季大会

杉浦 哲朗幹事に代わり三宅一徳幹事より第 26 回日本臨床検査専門医会春季大会は

2016 年 3月 25 日(金)～26 日（土）に高知で開催予定であることが報告された。現在のところ

25 日（金）はホテル日航高知旭ロイヤルにおいて全国幹事会、生涯教育講演会、懇親会が、

26 日（土）は春季大会として高知市文化プラザかるぽーとでシンポジウム 2題、特別公演、ラ

ンチョンセミナーが予定されていることが報告された。

〆谷 直人幹事より 3 月の第 4 土曜日は例年日本臨床検査医学会定時社員総会および

日本臨床検査同学院理事会が予定されており、日程の確認が必要であるとの指摘があった。

注）本件について後日確認したところ、日本臨床検査医学会定時社員総会および日本臨床

検査同学院理事会は 3 月 27 日の日曜日に行われることとなった。（事務局付記）

５．平成 25 年度第 3 回日本臨床検査医学会専門医・管理医審議会報告

三宅 一徳東幹事より平成 26年 12月 27日に開催された平成 26年度第 3回日本臨床検

査医学会専門医・管理医審議会について以下の報告があった。

研修施設の認定更新については 44 施設が更新，専門医認定更新は 79 名がそれぞれ更



新された。これまでの専門医取得者のうち 80名が更新保留、未提出となっている。管理医更

新者は 30 名中 15 名より申請があり、全員が更新認定された。臨床検査専門医資格者の臨

床検査管理医認定について 11 名から申請があり全員認定された。また，平成 26 年度管理

医認定試験は 29 名全員が合格となった。2015 年度の専門医認定試験は 8 月 1、2 日に東

京大学で，臨床検査管理医講習会・認定試験は 10 月 11 日に東京医科歯科大学で実施予

定である旨報告された。専門医認定試験については実施要領の変更が行われ、「臨床病理」

上で公開予定である。

また，新専門医制度の進捗状況について、研修施設認定に必要な専門研修プログラム原

案が提示された。今後、日本専門医機構と調整の上、学会として研修施設整備基準を決定

し、各研修施設に基幹・連携いずれの研修施設となるかのアンケートを行う。つづいて 3月に

研修モデルプログラムを作成し、機構の承認を経て4月以降に研修施設にこれを提示し各施

設で研修プログラム作成をお願いする。

専門医更新についても原案が機構により大筋了承され、①診療実績 5～10 単位、②専門

医共通講習 5～10 単位、③診療領域別講習 20～40 単位、④学術業績・診療以外の活動実

績 0～10 単位で合計 50 単位が必要となる見込みである。

木村 聡幹事より専門医更新についてはリタイヤ後の専門医や病理専門医とのダブルラ

イセンス取得者を含め、基本的には従来同様の診療・研修での更新が可能となるよう機構側

と交渉、調整を行っているとの報告があった。

６．選挙管理委員の任命について

佐守 友博会長より本年は会長および監事選挙年にあたり，選挙管理委員を若干名任命

する予定であることが報告された。

７．平成 27 年度行事予定

三宅 一徳庶務・会計幹事より資料１に基づいて平成 27 年度の行事予定が報告された。

８．全国検査と健康展報告

佐藤 麻子幹事に代わり佐守 友博より昨年度の全国検査と健康展での検査相談に協力

いただいた先生方のアンケート中間集計結果が報告された。

９．平成 26 年度会計報告

佐守 友博会長より平成 26 年度会計は監事による監査が終了していないため，資料とし

て報告する旨の説明があり，三宅 一徳庶務・会計幹事より資料２に基づいて報告がなされ

た。収入は会員会費納入率が低く予算を下回った。支出の部で予算との差異が大きいのは

昨年度発行した LabCP 印刷代が本年度にずれ込んだこと，要覧印刷代が未使用である点，

ネットワーク開発費が未使用である点であることが報告された。



１０．その他

三宅 一徳幹事より要覧記載事項確認書については編集作業中であるが返送数が400枚

程度に留まっており，未返送の会員には返送を促していただきたい旨の要望が出された。ま

た，平成 26 年度第１回総会で承認された会則改定について平成 27年１月１日付けで HPに

掲載することが報告された。

また，市川綾子事務局担当の勤務態勢が暫時週２回程度となることが報告された。

[審議事項]

第２号議案 平成 26 年度会計報告

議長は平成 26 年度の会計報告を報告事項とし，監査後に再度審議を行うことに決した。（報

告事項９参照）

第３号議案 第 27 回（平成 29 年度）春季大会について

議長より平成 29 年度第 27 回春季大会大会長として〆谷直人全国幹事が推薦され，その賛

否を諮ったところ満場一致で賛成された。

第４号議案 第 46 回日本臨床検査専門医会総会における講演会

議長は第 62 回日本臨床検査医学会学術集会時の第 46 回日本臨床検査専門医会総会に

おける講演会の講演内容について決定する必要があることを述べ，その内容案を諮った。議長

より専門分野別ネットワークについて WG メンバーである宮崎 彩子幹事，河野 誠司幹事に講

演をいただくとの提案があり，満場一致で承認された。

第５号議案 専門分野別ネットワーク開発のための補正予算について

議長は専門分野別ネットワーク開発および保守に係わる費用が当初予定の 1,270,000 円か

ら 2,500,000 円に増加したことを報告し，本年度補正予算として差額の 1,230,000 円を計上する

ことの可否を議場に諮った。全員異議なく賛成し，本年度第１回総会で審議を行うことに決した。

以上をもって全議案の審議並びに報告を終了したので、議長は閉会を宣し解散し

た。



議事録署名人

平成 27 年 3 月 14 日

上 原 由 紀

平成 27 年 3 月 25 日

村 田 哲 也
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